
４

認
定
事
業
者
は
、
法
第
三
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
毎
年
度
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て

は
様
式
第
十
一
の
二
に
よ
り
当
該
年
度
の
一
月
末
日
ま
で
に
経
済
産
業
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
と
き

は
、
当
該
届
出
の
期
限
を
延
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

﹇
新
設
﹈

５

法
第
三
十
二
条
第
五
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
前
年
度
の
一
月
か
ら
三
月
ま
で
及
び
当
該
年

度
の
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
に
特
定
契
約
及
び
一
時
調
達
契
約
に
基
づ
き
調
達
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
電
気
の
量
と
す
る
。

３

法
第
三
十
二
条
第
四
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
前
年
度
の
一
月
か
ら
三
月
ま
で
及
び
当
該
年

度
の
四
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
に
特
定
契
約
に
基
づ
き
調
達
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
量
と
す

る
。

６

電
気
事
業
者
は
、
法
第
三
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
毎
年
度
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て

は
様
式
第
十
二
に
よ
り
当
該
年
度
の
一
月
末
日
ま
で
に
経
済
産
業
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
当

該
届
出
の
期
限
を
延
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

電
気
事
業
者
は
、
法
第
三
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
毎
年
度
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て

は
様
式
第
十
二
に
よ
り
当
該
年
度
の
一
月
末
日
ま
で
に
経
済
産
業
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
経
済
産
業
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
当

該
届
出
の
期
限
を
延
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
帳
簿
）

（
帳
簿
）

第
二
十
八
条

﹇
略
﹈

第
二
十
八
条

﹇
略
﹈

２

法
第
三
十
五
条
第
二
項
の
帳
簿
は
、
電
気
事
業
者
が
調
達
し
た
特
定
契
約
及
び
一
時
調
達
契
約
ご
と
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
量
を
記
載
し
、
当
該
契
約
に
基
づ
く
調
達
期
間
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
保
存
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

法
第
三
十
五
条
第
二
項
の
帳
簿
は
、
電
気
事
業
者
が
調
達
し
た
特
定
契
約
ご
と
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電

気
の
量
を
記
載
し
、当
該
特
定
契
約
に
基
づ
く
調
達
期
間
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
納
付
金
の
徴
収
期
間
）

第
三
十
四
条
の
二

法
第
三
十
八
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
は
、
一
月
と
す
る
。

﹇
新
設
﹈

（
徴
収
等
業
務
規
程
の
記
載
事
項
）

第
三
十
四
条
の
三

法
第
四
十
条
第
一
項
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

﹇
新
設
﹈

一

法
第
三
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
十
八
条
第
一
項
の
納
付
金
の
徴
収
並
び
に
交
付
金
の
交
付
の
業
務
の
実

施
方
法

二

納
付
金
徴
収
等
業
務
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項

三

納
付
金
徴
収
等
業
務
を
行
う
事
務
所

四

納
付
金
の
管
理
の
方
法

五

法
第
二
条
の
六
及
び
第
十
五
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
政
府
が
講
ず
る
予
算
上
の
措
置
に
係
る
資
金
の
管
理

の
方
法

六

納
付
金
徴
収
等
業
務
に
関
す
る
秘
密
の
保
持

七

納
付
金
徴
収
等
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
管
理
及
び
保
存

八

特
定
契
約
に
基
づ
く
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
気
の
調
達
に
よ
り
発
行
さ
れ
る
非
化
石
証
書
の
販
売
に
関

す
る
事
項

九

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
納
付
金
徴
収
等
業
務
に
関
し
必
要
な
事
項

２

推
進
機
関
は
、
法
第
四
十
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
り
徴
収
等
業
務
規
程
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
様
式
第
十
四
の
二
に
よ
る
申
請
書
に
当
該
認
可
に
係
る
徴
収
等
業
務
規
程
を
添
え
て
経
済
産
業
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

推
進
機
関
は
、
法
第
四
十
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
徴
収
等
業
務
規
程
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
様
式
第
十
四
の
三
に
よ
る
申
請
書
に
当
該
変
更
の
明
細
を
記
載
し
た
書
面
を
添
え
て
経
済
産
業

大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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